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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2010-249428(P2010-249428A)
【公開日】平成22年11月4日(2010.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-044
【出願番号】特願2009-99937(P2009-99937)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｄ  23/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｂ   5/057    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｄ  23/00    ３０２Ｅ
   Ｂ０５Ｂ   5/057   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月6日(2011.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、前記放電電極あるいは前記電極保
持部に水を供給する水供給手段と、にて構成されて、前記放電電極に電圧を印加すること
でミストを発生させる静電霧化装置と、
　前記静電霧化装置と離れた位置に設けられ、前記静電霧化装置と送風路を介して接続さ
れて前記静電霧化装置で生成された前記ミストを噴霧する噴霧口を有する貯蔵室と、
　前記貯蔵室内の照明を行う貯蔵室内照明装置と、
　前記貯蔵室内に設けられ、前記貯蔵室内照明装置の発光色とは異なる色の補助照明と、
を備え、
　前記貯蔵室の開閉扉が開放されている場合に、前記放電電極に電圧印加中は前記補助照
明を点灯させて前記静電霧化装置が動作していることを視認できるようにしたことを特徴
とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記噴霧口はカバーに設けられ、前記カバーの少なくとも一部を内部の光が透過できる
色と厚さの樹脂材料、あるいは内部の光が外部より視認できる樹脂材料で形成し、前記カ
バー内部に前記補助照明を設けるようにしたことを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記カバーが前記貯蔵室の背面に設けられていることを特徴とする請求項１または請求
項２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記貯蔵室が冷蔵室であって、前記貯蔵室内照明装置が前記貯蔵室の内壁の前面側に設
けられ、前記補助照明が前記貯蔵室内の背面に設けられていることを特徴とする請求項１
または請求項２に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　放電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、前記放電電極あるいは前記電極保
持部に水を供給する水供給手段と、にて構成されて、前記放電電極に電圧を印加すること
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でミストを発生させる静電霧化装置と、
　前記静電霧化装置と離れた位置に設けられ、前記静電霧化装置と送風路を介して接続さ
れて前記静電霧化装置で生成された前記ミストを噴霧する噴霧口を有する貯蔵室と、
　少なくとも一部が内部の光を透過できる色と厚さの樹脂材料、あるいは内部の光が外部
より視認できる樹脂材料で形成され、前記貯蔵室の背面に設けられたカバーと、
　前記貯蔵室の内壁の前面側に設けられ、前記貯蔵室内の照明を行う貯蔵室内照明装置と
、
　前記カバー内部に設けられた補助照明と、を備え、
　前記カバーに前記静電霧化装置が動作中であることを視認させる表示を設け、前記補助
照明にて前記カバーを発光させることで前記静電霧化装置が動作中であることを視認させ
るようにしたことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項６】
　放電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、前記放電電極あるいは前記電極保
持部に水を供給する水供給手段と、にて構成されて、前記放電電極に電圧を印加すること
でミストを発生させる静電霧化装置と、
　前記静電霧化装置と離れた位置に設けられ、前記静電霧化装置と送風路を介して接続さ
れて前記静電霧化装置で生成された前記ミストを噴霧する噴霧口を有する貯蔵室と、
　前記貯蔵室の背面に設けられ、前記噴霧口が設けられたカバーと、
　前記貯蔵室の内壁の前面側に設けられ、前記貯蔵室内の照明を行う貯蔵室内照明装置と
、
　前記カバー内部に設けられ、前記貯蔵室内照明装置の発光色とは異なる色の補助照明と
、を備えたことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項７】
　前記貯蔵室が前記静電霧化装置が設けられた貯蔵室とは別の貯蔵室であることを特徴と
する請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項８】
　前記貯蔵室内に設けられ、食品などを載置する載置棚を備え、前記貯蔵室内照明装置を
前記貯蔵室内の側壁の前記載置棚の前縁よりも前面側に配置するようにしたことを特徴と
する請求項７に記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　前記貯蔵室内に設けられ、食品などを載置する載置棚を備え、前記貯蔵室内照明装置を
前記貯蔵室内の側壁に設けるとともに前記貯蔵室内照明装置にＬＥＤを使用し、前記ＬＥ
Ｄと前記載置棚の前縁までの距離をＬ１、前記貯蔵室内の側壁面間距離をＬ２、前記側壁
面から前記ＬＥＤまでの距離をＬ３、前記載置棚の前縁から前記貯蔵室の背面壁までの距
離をＬ４としたとき、前記ＬＥＤが設けられている内側壁面に対する前記ＬＥＤ光軸のな
す角度θを
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））＜θ＜９０度
の範囲内に設定するようにしたことを特徴とする請求項１乃至請求項７に記載の冷蔵庫。
【請求項１０】
　前記放電電極と対向して設けられた対向電極と、前記電極保持部に収納された前記放電
電極あるいは前記対向電極を前記電極保持部に固定する固定手段と、を備え、前記電極保
持部、前記放電電極、前記対向電極、前記固定手段を一体に形成してキット部品化し、壁
面あるいは仕切り壁に配置したことを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれかに記載
の冷蔵庫。
【請求項１１】
　前記静電霧化装置は、前記水供給手段が前記放電電極あるいは前記電極保持部の上に設
けられ、前記水供給手段より供給される水が冷気の流れの影響を直接受けないように少な
くとも前記水供給手段から前記電極保持部あるいは放電電極までの前記水の供給経路を覆
う覆い部を前記固定手段あるいは前記電極保持部に設けるようにしたことを特徴とする請
求項１乃至請求項１０のいずれかに記載の冷蔵庫。
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【請求項１２】
　前記水供給手段が着脱可能に設けられた貯水タンクであり、前記貯水タンクの水排出口
の直下に所定すきまを介して前記放電電極あるいは前記電極保持部が位置するように前記
静電霧化装置を壁面あるいは仕切り壁に配置するようにしたことを特徴とする請求項１乃
至請求項１１のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項１３】
　前記放電電極を前記電極保持部に固定する固定手段と、を備え、前記貯水タンクを前記
固定手段に着脱可能に取り付けるようにしたことを特徴とする請求項１２に記載の冷蔵庫
。
【請求項１４】
　前記放電電極に孔径５０～３００μｍ、空隙率６０～９０％のチタンなどの三次元網目
構造の発泡金属を使用するようにしたことを特徴とする請求項１乃至請求項１３のいずれ
かに記載の冷蔵庫。
【請求項１５】
　前記水供給手段が結露水を生成する吸熱部と放熱部とを備え、前記吸熱部と前記放熱部
の間にペルチェ素子を設けた冷却板であって、前記吸熱部の直下に前記放電電極が位置す
るように配置したことを特徴とする請求項１乃至請求項１４のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項１６】
　前記電極保持部あるいは前記固定手段に切欠きや開口を設け、前記電極保持部に前記放
電電極が保持された状態で前記吸熱部より落下した結露水が前記電極保持部に溜まらない
ようにしたことを特徴とする請求項１乃至請求項１５のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項１７】
　前記放電電極に電圧を印加するための高圧電源部を備え、冷凍サイクルに使用される冷
媒として、可燃性や微燃性で空気より重い冷媒を使用し、前記高圧電源部を最上部に設け
られた貯蔵室の上部に設けるようにしたことを特徴とする請求項１乃至請求項１７のいず
れかに記載の冷蔵庫。
【請求項１８】
　前記開閉扉の前面に操作パネルを備え、前記操作パネルに前記静電霧化装置が動作中で
あるかどうかの動作状況、動作結果、動作予定あるいは動作履歴を表示するようにしたこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項１７のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項１９】
　前記開閉扉の前面に操作パネルを備え、前記操作パネルに前記静電霧化装置の動作の強
さや使用電力量、電気代、あるいはＣＯ２排出量の大きさを図形で表示するようにしたこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項１８のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項２０】
　前記放電電極が、軸方向に長い略直方体状あるいは略円柱状の本体部と、前記本体部の
軸方向途中から前記本体部の軸方向と略直角方向へ突出し、前記本体部の軸方向長さより
も短く前記本体部と一体に形成されて前記本体部の表面に付着した水が毛細管現象により
供給される略直方体状あるいは略円柱状あるいは略角錐状あるいは略円錐状の突出部と、
で構成されたことを特徴とする請求項１乃至請求項１９のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項２１】
　前記貯蔵室の開閉扉が開放されている場合に、前記静電霧化装置が動作中でない場合に
は前記補助照明を点灯させて前記貯蔵室内の補助照明として利用するようにしたことを特
徴とする請求項１乃至請求項２０のいずれかに記載の冷蔵庫。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
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　毛細管現象により水を搬送する搬送部と、水搬送部に水を供給する水供給部と、水搬送
部が搬送する水に対して電圧を印加する印加電極と、を備え、水供給部が吸熱面を有し吸
熱面上で空気を冷却して結露水を生成する吸熱板、及びペルチェ素子、放熱板で構成され
る熱交換部であり、水搬送部の下部に熱交換部が配置されている静電霧化装置が記載され
ている。（特許文献２参照）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明の冷蔵庫は、放電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、前記放電電極
あるいは前記電極保持部に水を供給する水供給手段と、からなり、前記放電電極に電圧を
印加することでミストを発生させる静電霧化装置と、前記静電霧化装置と離れた位置に設
けられ、前記静電霧化装置と送風路を介して接続されて前記静電霧化装置で生成された前
記ミストを噴霧する噴霧口を有する貯蔵室と、前記貯蔵室内の照明を行う貯蔵室内照明装
置と、前記貯蔵室内に設けられ、前記貯蔵室内照明装置の発光色とは異なる色の補助照明
と、を備え、前記貯蔵室の開閉扉が開放されている場合に、前記静電霧化装置が動作中は
前記補助照明を点灯させて前記静電霧化装置が動作中であることを視認できるようにした
ものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　冷却器１３の下方には冷却器１３の除霜を行う除霜手段１５０である除霜用のガラス管
ヒータ（たとえば石英ガラス管内に石英ガラス管を透過する波長０．２μｍ～４μｍの光
を出すカーボン繊維が用いられたカーボンヒータなど）が設けられており、冷却器１３と
除霜用ヒータの間で除霜用ヒータの上部には冷却器１３より落下してきた除霜水が直接除
霜用ヒータに当たらない様にヒータルーフ１５１が設けられている。除霜用ヒータ１５０
にカーボンヒータなどの黒色媒体のヒータを使用すれば、輻射伝熱により冷却器１３の霜
を効率的に溶かすことができるため表面温度を低温度（約７０℃～８０℃）にすることが
可能となり、冷凍サイクルに使用される冷媒に可燃性冷媒（たとえば炭化水素冷媒である
イソブタンなど）を使用している場合に冷媒漏れなどが発生しても着火の危険性が低減で
きる。また、ニクロム線ヒータに比べて輻射伝熱により冷却器１３の霜を効率的に溶かす
ことができるため冷却器１３に着霜した霜が除々に溶けるようになり霜が塊となってどさ
っと落下しにくくなるのでヒータルーフ１５１に落下したときの落下音が低減できるので
、低騒音で除霜効率の良い冷蔵庫が提供できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　静電霧化装置２００用の冷却風路が貯蔵室冷却用の冷却風路と共通の場合で、冷却風路
５０の温度制御が貯蔵室２の温度制御に影響される場合（貯蔵室の温度制御の方が優先さ
れる場合）には、貯蔵室の冷却風路５０とは別に静電霧化装置専用の冷却風路を設ければ
良い。この静電霧化装置専用の冷却風路は、放熱フィン部２１２を冷却できれば良いので
、冷気の流量は少なくてよく、冷却風路断面積は、放熱フィン部２１２が所定温度（吸熱
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フィン部２１１が凍結しない程度で吸熱フィン部２１１の温度が貯蔵室温度よりも低くな
り貯蔵室内の空気中の水分が吸熱フィン部２１１で結露できる程度）に冷却可能な風量が
得られれば良く貯蔵室用冷却風路５０の１／２以下程度でよい。また、冷却風路内に設け
られた冷却板２１０の放熱フィン部２１２の温度制御が不要な場合には、ダンパ装置も不
要となるので、低コストで制御が容易な静電霧化装置、冷蔵庫を提供できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　冷蔵庫１の貯蔵室背面や側面の仕切り壁（断熱壁）に冷却風路（の一部）が設けられて
いる場合（仕切り壁に静電霧化装置の少なくとも一部（あるいは全部）を収納する凹部が
設けられ、凹部の側方に冷却風路（の一部）が設けられている場合など）には、冷却風路
の側方に位置する仕切り壁の凹部に静電霧化装置２００の少なくとも一部（あるいは全部
）が収納されるように設け、冷却板２１０の放熱フィン部２１２を凹部側方の冷却風路内
に配置し、吸熱フィン部２１３を凹部内、あるいは貯蔵室内に配置するようにすれば、静
電霧化装置２００の冷却板２１０を静電霧化装置２００が収納される凹部側方方向の冷却
風路に設ければ良くなるので、放熱フィン部２１２を貯蔵室背面の断熱壁５１を奥行き方
向に貫通させて設ける必要がなくなり、組立や取付などが容易にできる。この場合、熱伝
導部２１３を凹部と冷却風路との間の断熱仕切りを貫通するように設ければ良く、吸熱フ
ィン部２１１と放熱フィン部２１２が冷蔵庫１の奥行き方向に並ぶように配置するのでは
なく、幅吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２が冷蔵庫の幅方向（左右方向）に並ぶ
ように設置すればよく、吸熱フィン板２１１、放熱フィン板２１２、熱伝導部２１３の上
下方向（風路の冷気の流れ方向）の長さを長くして伝熱面積をかせいで奥行き方向（たと
えば吸熱フィン部２１１の幅方向寸法２１１Ｋ方向）を薄くするようにすれば設置可能と
なる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　ここで、図１２に示したように放電電極２３０の本体部２３２は軸方向長さがＸ２、幅
がＸ３、厚さがＸ４であり、突出部２３１は突出長さＸ１、幅がＸ５、厚さがＸ６であり
、本体部２３２の長さＸ２は突出部２３１の長さＸ１よりも長く、Ｘ２／Ｘ１の値（Ｘ１
に対するＸ２の比率）が４倍以上２０倍以下が加工性が良く、また、本体部２３２から突
出部２３１への水供給量も多く、水供給時間が短くできるので良い（好ましくはＸ１に対
するＸ２の比率は６以上１５以下が加工性、強度、水供給量、水供給時間から考えるとバ
ランスが取れているので良い。比率が大きすぎると強度が弱くなる。）。また、厚さＸ４
、Ｘ６は１．５～４ｍｍ程度の範囲内が加工性がよく、水の吸水性、保湿性が良いので、
短時間で突出部に毛細管現象や拡散現象などで供給できるので良い。以上のことから本実
施の形態では、Ｘ１＝３～７ｍｍ、Ｘ２＝３０～８０ｍｍ、Ｘ３＝４～７ｍｍ、Ｘ４＝１
．５～４ｍｍ、Ｘ５＝３～７ｍｍ、Ｘ６＝１．５～４ｍｍ程度にしている。この略Ｔ状の
放電電極２３０はチタンなどの１．５～４ｍｍ程度の厚さのシート状の発泡金属をプレス
加工やレーザ加工などでカットして製造すればよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１０６】
　対向電極２４０は、放電電極２３０の突出部２３１の先端部と所定のすきまＦを介して
設けられており、略四角形の貫通穴である対向電極開口部２４１が放電電極２３０の突出
部２３１の先端部と対向する位置に設けられている。ここで、放電電極２３０の突出部２
３１の先端部の断面形状は、略四角形形状であり、また、対向電極２４０の対向電極開口
部２４１は、放電電極２３０の突出部２３１の先端部の略四角形形状よりも大きな略四角
形形状の開口としている。（放電電極２３０の突出部２３１の先端部の断面形状は略円形
形状でもよく、対向電極２４０の対向電極開口部２４１の開口形状は、放電電極２３０の
突出部２３１の先端部の断面形状（あるいは外径形状）と略相似形状で、放電電極２３０
の突出部２３１の先端部の断面形状（あるいは外径形状）よりも大きな形状の開口として
も良いし、対向電極２４０の対向電極開口部２４１の開口形状は、放電電極２３０の突出
部２３１の先端部の断面形状（あるいは外径形状）と異なってもよく、放電電極２３０の
突出部２３１の先端部を角錐形状（断面形状（あるいは外径形状）は略四角形）とし、対
向電極２４０の対向電極開口部２４１の開口形状を突出部の断面形状よりも大きな形状の
円形の開口としても良い。）
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　また、通電手段押さえ部２６２の反対側の面（固定手段２６０の上方開口部側の面）は
、通電部材２８０を収納するため一部が凹んだ段差部（一段高くなった段差部）２６３が
形成されており、この部分に冷却板２１０の位置決めを行なって吸熱フィン部２１１の下
端２１１Ｙと放電電極２３０の本体部２３２とのすきま（放電電極２３０と冷却板２１０
の吸熱フィン部２１１の下端面との距離（たとえば図９で示すように吸熱フィン部２１１
の下端２１１Ｙと放電電極２３０との間の距離（所定すきまＺ）））を確保するように位
置決め部を兼ねており、必要な所定すきまとなるように設定すれば良い。ここで、吸熱フ
ィン部２１１の下端２１１Ｙと放電電極２３０との間のすきまＺを、４ｍｍ以上１２ｍｍ
以下（好ましくは４ｍｍ以上８ｍｍ以下）に設定すれば、吸熱フィン部２１１から落下す
る結露水の落下速度を小さく抑えて放電電極２３０や電極保持部２２０への落下時の衝撃
や飛び跳ねなどを抑制することができ、また、放電電極２３０の水供給手段である吸熱フ
ィン部２１１と対向する上表面に水が付着した状態でも、放電電極２３０と対向電極２４
０間に電圧を印加した場合に吸熱フィン部２１１の下端２１１Ｙと放電電極２３０との間
で放電することがなくなり、安全で信頼性が高くナノミストを噴霧できる衛生的な静電霧
化装置、冷蔵庫や空調機などの機器を得ることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　図１７に示すように、冷却板２１０の代わりに給水手段（貯水タンク）２７０を使用す
る場合には、押圧手段（固定手段）２６０に給水手段保持部２６９を設けて、給水手段２
７０の位置決めと保持や固定を行うようにすれば、構成が簡単で低コストな静電霧化装置
が得られる。また、給水手段２７０より落下する水滴２７５が押圧手段（固定手段）２６
０の給水手段覆い部２６９にて略密閉状態となるように覆われるか、あるいは少なくとも
一部が覆われるため、電極保持部２２０の電極収納部２２５内に落下した水滴２７５が電
極保持部２２０、固定手段（押圧手段）２６０が設置されている周囲の空気中の埃やかび
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などの異物の影響を受けにくいので電極保持部２２０内の水滴がよごれにくくきれいで衛
生的な静電霧化装置が得られる。また、給水手段２７０の水排出口２７７より落下する水
滴２７５が固定手段（押圧手段）２６０の給水手段覆い部２６９にて略密閉状態となるよ
うに覆われるか、あるいは少なくとも一部が覆われるため、電極保持部２２０の電極収納
部２２５内に落下する水滴２７５が電極保持部２２０、固定手段（押圧手段）２６０が設
置されている周囲の影響（空気の流れや温度の影響など）を受けにくいので、水滴２７５
が空気や冷気の流れなどによりどこかに飛び散ったり、給水手段２７０内の水や水滴２７
５が凍りついたりすることが起こりにくく信頼性の高い静電霧化装置が得られる。
　すなわち、本実施の形態では、静電霧化装置２００は、放電電極２３０あるいは電極保
持部２２０の直上に設けられた給水手段（冷却板２１０や貯水タンク２７０など）より放
電電極２３０あるいは電極保持部２２０に落下することによって供給される水が落下する
水の周囲の空気の流れの影響を直接受けないように給水手段と電極保持部２２０との間の
水の落下経路の少なくとも一部を覆う覆い部２６９を固定手段２６０に設けるようにした
ので、落下した水滴２７５が電極保持部２２０、固定手段（押圧手段）２６０が設置され
ている周囲の空気中の埃やかびやごみなどの異物の影響を受けにくくなり放電伝教２３０
に付着した水滴や電極保持部２２０内の水滴がよごれにくく放電電極２３０の目詰まりが
抑制でき、信頼性が高く、きれいで衛生的な静電霧化装置が得られる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　ここで、水供給手段に導電性でない樹脂製の給水手段（貯水タンク）２７０を使用する
場合には、給水手段に冷却板２１０を使用する場合に比べて、放電電極２３０の本体部２
３２の上表面に水が付着した状態であっても、放電電極２３０から給水手段２７０へ放電
することがないので、電極保持部２２０は容器状にして水を溜める構成にしても良い。こ
のようにすると、放電電極２３０の本体部２３２には常に水が溜まった状態を維持でき、
突出部２３１へ水が安定して供給されるので、安定してミストを噴霧できる。また、固定
手段（押圧手段）２６０に冷却板２１０を設置する場合も冷却板吸熱部２１１から落下す
る水滴２７５（結露水）が固定手段（押圧手段）２６０などにて略密閉状態で覆われる構
成とすれば同等の効果が得られる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　本実施の形態では、給水手段（貯水タンク）２７０の水排出口２７７（給水手段２７０
内の水を放電電極２３０に供給する供給口）と放電電極２３０との間の距離を水排出口２
７７から落下する水が周囲の空気や冷気の流れの影響で放電電極２３０や電極保持部２２
０内に供給されないということがない範囲の所定のすきまＺを有するように設定している
ので、給水手段（例えば貯水タンクなど）を静電霧化装置２００と離れた別の場所に設け
てポンプなどの送水手段にて水流路を介して給水手段から静電霧化装置に水を搬送する場
合に比べて、給水手段や給水手段より供給される水を搬送する水流路が不要なため、構成
が簡単であり、低コストな冷蔵庫や空気調和機など家電機器や機器が得られる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１２３】
　また、給水手段に樹脂製の貯水タンク２７０を使用する場合には、水排出口２７７と放
電電極２３０との間の所定すきまＺの設定については、０．５ｍｍ以上１２ｍｍ以下（好
ましくは１ｍｍ以上８ｍｍ以下）に設定すれば、貯水タンク２７０の水排出口２７７から
落下する結露水の落下速度を小さく抑えて放電電極２３０や電極保持部２２０への落下時
の衝撃や飛び跳ねなどを抑制することができ、信頼性が高くナノミストを噴霧できる衛生
的な静電霧化装置、冷蔵庫や空調機などの機器を得ることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　以上は水供給手段に給水手段２７０を使用し、放電電極２３０を固定あるいは収納する
電極保持部２２０を容器状にして水を捕集できるようにしているが、放電電極２３０の本
体部２３２の形状を直方体形状にして幅を有する面形状（本実施の形態では、図１２に示
すように、幅Ｘ３、長さＸ２の略四角形状の面を有する直方体形状、四角形）にして、設
置したときに幅を有する上表面が略水平（若干傾斜していても良く、たとえば傾斜が５度
以下）になるように設置することで、電極保持部２２０の形状は水を水を溜めることが可
能な容器状でなくてもよく、放電電極２３０（たとえば本体部２３２）を固定できる形状
（放電電極固定部）であれば良い。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　また、ホットガスデフロスト回路（バイパス回路）を第１の除霜手段とし、第２の除霜
手段として輻射伝熱の利用できるカーボンヒータなどの黒色媒体のヒータ（ガラス管ヒー
タなど）と併用すれば、さらに効率よく霜を溶かすことができる。この場合、第２の除霜
手段であるヒータ１５０を除霜電極保持部１５２内の霜や除霜水を加熱する加熱手段とし
ても利用するようにすれば、別途加熱手段を設ける必要がなく、構成が簡単で低コストな
れ冷蔵庫が得られる。ここで、除霜電極保持部１５２内の霜や除霜水を加熱する加熱手段
として第１の除霜手段であるホットガスデフロスト回路（バイパス回路）のバイパス配管
を利用しても良い。このようにすると、加熱手段を別途設ける必要がなくなり、効率よく
除霜水を収集でき、しかも安定してミスと噴霧の行なえる安価な冷蔵庫を零強できる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　また、静電霧化装置２００に除霜水を使用する場合は、除霜終了後に静電霧化装置２０
０を動作させるようにすれば、除霜水収集部内の水不足が発生せず、確実に静電噴霧が行
える。この場合、除霜終了後だと時間がかかりすぎるばあいは、除霜終了後でなくても良
く、除霜の開始直後、あるいは除霜開始から所定時間経過してから静電霧化装置２００を
動作させるようにしても良い。また、除霜運転を夜間実施する場合には、除霜終了後（あ
るいは除霜開始、除霜途中）から次の除霜運転開始までの間であればいつでも静電霧化装
置２００の動作が可能なように設定しても良い。この場合には、除霜開始、あるいは除霜
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終了までまたなくても除霜水が使用できるので、必要なときに静電霧化装置２００を動作
させることができる。したがって、ミストを噴霧させるために給水を補給しなくても良く
なるので、メンテナンスの不要な静電霧化装置が得られる。ここで、除霜電極保持部１５
２の除霜水を使用しないで、製氷用の水を供給する貯水タンクから給水搬送部（図示せず
）を介して静電霧化装置２００に水を供給するようにしても良い。また、静電霧化装置２
００への水の供給手段として冷却板２１０による結露水の供給や除霜電極保持部１５２に
よる除霜水の供給や貯水タンクから水の供給や他の手段などのうちの少なくとも２つを併
用しても良い。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７５】
（静電霧化装置動作中表示の庫内照明利用）
　ここで、上述では、静電霧化装置２００に表示手段である静電霧化装置照明６００を設
けて静電霧化装置２００の動作中を目視にて視認させる例を説明したが、貯蔵室であるた
とえば冷蔵室２内の貯蔵室内（庫内）照明９００を利用して静電霧化装置２００の動作中
を目視にて視認させるようにしても良い。すなわち、貯蔵室内の照明装置９００に静電霧
化装置２００の動作中を表示させるように兼用させてもよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　本実施の形態では、複数のＬＥＤ９１０（９１０ａ、９１０ｂ、９１０ｃ、９１０ｄ、
９１０ｅ、９１０ｆ）のうちの少なくとも１個を静電霧化装置２００用の照明装置６００
として使用するようにしている。たとえば、扉７が開放中は、照明装置９００の複数のＬ
ＥＤ９１０はすべて庫内照明として使用するため、たとえば白色に点灯させ、扉７開放中
に静電霧化装置２００が動作した場合には、庫内の照明装置９００の複数のＬＥＤのうち
、少なくとも１個のＬＥＤ（たとえば９１０ａ）を点滅させたり、消灯させたりすれば良
い。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８２】
　もちろん、静電霧化装置２００が動作中に点灯させるＬＥＤの色（たとえば青色や赤色
やオレンジ色や黄色など）と庫内照明用に点灯させるＬＥＤの色（たとえば白色）とを、
異なる色としてユーザに目視にて簡単に分かるようにしても良い。また、庫内照明用とし
て使用するＬＥＤを色を変えた上で点滅させても良い。また、静電霧化装置２００の動作
中に点灯させるＬＥＤを複数にして、複数のＬＥＤの色を変更しても良く、また色の異な
るＬＥＤを交互に点滅させるようにしてユーザにすぐに分からせるようにしても良い。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８３
【補正方法】変更
【補正の内容】



(10) JP 2010-249428 A5 2011.8.25

【０１８３】
　ここで、静電霧化装置２００が動作中に点灯するＬＥＤの色を庫内照明用ＬＥＤの色と
異なる色とした場合には、静電霧化装置２００の動作中に点灯するＬＥＤを静電霧化装置
２００が動作中のときのみ点灯させ、静電霧化装置２００が動作中でない時は消灯させる
ようにしておけば良い。また、２色（第１色と第２色）発光できるＬＥＤを使用するよう
にすれば、静電霧化装置２００が動作中でないときは、たとえば第１色である白色を点灯
させて、静電霧化装置２００が動作中のときは、第２色（たとえば、第１色と異なる色で
ある赤や青や緑や黄色やオレンジなど）を点灯させるようにすれば良い。このようにすれ
ば、静電霧化装置２００が動作していない場合でも静電霧化装置動作中に点灯するＬＥＤ
が庫内照明として利用できるので、貯蔵室２の扉７が開放時に照明装置９００の複数のＬ
ＥＤがすべて庫内照明として利用できるため、庫内が暗くなることがない。しかも静電霧
化装置２００が動作中の時には、庫内照明として使用される色（第１色：たとえば白色）
と異なる色（第２色：たとえば赤や青や緑や黄色やオレンジなど）で点灯させることがで
きるので、静電霧化装置２００が動作中であることが目視でだれでも確認でき、また意匠
性も向上する。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８６】
　本実施の形態では、図２１に示すようにＬＥＤ９１０の略中心と貯蔵室（たとえば冷蔵
室２）に載置される載置棚８０の前縁までの距離（長さ）をＬ１とし、図２４に示すよう
に冷蔵庫１の貯蔵室（たとえば冷蔵室２）の横幅（内側壁面２Ｐと２Ｐの間）の距離（長
さ）をＬ２、ＬＥＤ９１０の略中心と貯蔵室（たとえば冷蔵室２）の内側壁面２Ｐまでの
距離（長さ）をＬ３、載置される載置棚８０の前縁から貯蔵室（たとえば冷蔵室２）の背
面壁までの距離をＬ４とすれば、本実施の形態では、内側壁２Ｐに対してＬＥＤ９１０の
光軸９１５がなす角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１））＜θ＜９０°となるよ
うに配置してＬＥＤ９１０の光軸９１５方向の光が積載棚８０（特に前縁部分）に直接入
射しないような方向（たとえばＬＥＤ９１０の光軸９１５が積載棚８０の前縁部分に直接
当たらないような方向）にＬＥＤ９１０、およびＬＥＤ９１０の光軸９１５を配置して使
用者にまぶしさを与えないようにしている。ここで、Ｔａｎ－１はアークタンゼントを表
す。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８７】
　ここで、Ｌ２＞＞Ｌ３（Ｌ２がＬ３よりも十分大きい）であるので、Ｌ２＋Ｌ３≒Ｌ２
（Ｌ２＋Ｌ３がＬ２と略同等）と考えることができるので、Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）
／Ｌ１）は、Ｔａｎ－１（Ｌ２／Ｌ１）と考えてＬＥＤ９１０の光軸９１５を配置しても
良い。したがって、上述のように考えれば、内側壁２Ｐに対してＬＥＤ９１０の光軸９１
５がなす角度θをＴａｎ－１（Ｌ２／Ｌ１）＜θ＜９０°となるようにしてＬＥＤ９１０
の光軸９１５方向の光が積載棚８０（特に前縁部分）に直接入射しないような方向（たと
えばＬＥＤ９１０の光軸９１５が積載棚８０の前縁部分に直接当たらないような方向）に
ＬＥＤ９１０、およびＬＥＤ９１０の光軸９１５を配置しても良い。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　図２４（ａ）では、内側壁２Ｐに対してＬＥＤ９１０の光軸９１５がなす角度θをＴａ
ｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）より大きい角度、たとえばθを７０度より大きい角度と
なるようにしており、ＬＥＤ９１０の光軸９１５方向の光が積載棚８０（特に前縁部分）
に直接入射しないような方向（たとえばＬＥＤ９１０の光軸９１５が積載棚８０の前縁部
分に直接当たらないような方向）にＬＥＤ９１０の光軸９１５が向くように、照明装置９
００を取り付けて光が積載棚８０の前縁に直接当たって反射光が使用者に眩しさを与えな
いようにしている。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９５】
　そこで図２４で示す冷蔵庫１では、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５がな
す角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）よりも大きい角度（たとえば約７５度）
にして、ドア（扉）７が閉塞された状態に対してほぼ９０度開口した状態のドアポケット
７２を有効照射範囲α（の延長線上）に含めるようにしている。そのため、ＬＥＤ９１０
は冷蔵室２内を照射すると同時にドアポケット７２も照明することが可能となり、夜間で
あっても庫内の照明とドアポケットの照明の両方が得られるユーザの使い勝手の良い冷蔵
庫が得られる。また、静電霧化装置２００の動作中も照明装置９００のＬＥＤ９１０を点
灯や点滅させることでユーザが即座に認識できる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９７】
　ここで、Ｌ４＞＞Ｌ１（Ｌ４がＬ１よりも十分大きい）であるので、Ｌ１＋Ｌ４≒Ｌ４
（Ｌ１＋Ｌ４がＬ４と略同等）と考えることができるので、Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）
／（Ｌ１＋Ｌ４））は、Ｔａｎ－１（Ｌ２／Ｌ４）と考えて、ＬＥＤ９１０の光軸９１５
を配置しても良い。θがＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））以下（たとえば
略６０度以下）の場合には、上述したようにＬＥＤ９１０から発せされる光が庫内棚８０
の前縁に反射してユーザにまぶしさを与える可能性があるが、θが３０度以上６０度以下
程度であれば反射の方向が冷蔵庫正面側に立って庫内を視認するユーザにはまぶしさを与
える方向ではないので、ユーザにまぶしさを与えてユーザが使いにくいという可能性は低
いと考えられる。また、ユーザにまぶしさを与える可能性がある場合は、積載棚８０の前
縁に反射光を和らげる材料の部材や光を吸収して反射光を弱くする部材などを設ければ良
い。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９８】
　ここで、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５がなす角度θは、ＬＥＤ９１０
の有効照射範囲αを考慮するとＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度がよ
い。ただし、なす角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度にすると
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、載置棚８０の前縁に光が反射して使用者がまぶしく感じる恐れがあるし、ドア（扉）７
が閉塞された状態に対してほぼ９０度開口した状態のドアポケット７２が照射されにくく
なる可能性があるので、θはＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜
９０度の範囲内に設定するのが良いが、θが９０度に近くなると有効照射範囲αを考慮す
るとθがたとえば約９０度、有効照射範囲αがたとえば１００度（光軸９１５に対して±
５０度）とすれば、照射範囲は４０度から１５０度の範囲となり照射範囲が１５０度の場
合には使用者（ユーザ）にまぶしさを与える可能性があるので、θはＴａｎ－１（（Ｌ２
＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）程度の範囲
内に設定した方が、有効照射範囲αを考慮したときには使用者にまぶしさを与えず、庫内
の広い範囲を照射できるので良い。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９９】
　以上のように本実施の形態１によれば、ＬＥＤ９１０を庫内照明に使用したので、発熱
量が少なく、低消費電力による省エネルギな冷蔵庫を得ることができる。また、庫内照明
に使用される複数のＬＥＤ９１０のうちの少なくとも１個のＬＥＤを静電霧化装置２００
の動作中に点滅させたり、照明に使用する発色とは異なる他色で点灯させたりできるので
、別途静電霧化装置２００のために照明装置を設ける必要がなくなり、また、他色で点灯
させることにより意匠性も向上し、ユーザが静電霧化装置が動作中であることが目視にて
即座にわかる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０７】
　以上より、前面開口部に開閉扉を有する貯蔵室（たとえば冷蔵室２）内に設けられ、食
品などを載置する載置棚８０と、貯蔵室内の側壁２Ｐの前面側に設けられた貯蔵室内照明
装置９００と、を備え、貯蔵室内照明装置９００にＬＥＤ９１０を使用し、ＬＥＤ９１０
の略中心と貯蔵室（たとえば冷蔵室２）内に設けられ食品などを載置する載置棚８０の前
縁までの距離をＬ１とし、貯蔵室内の載置棚が設けられている部分の内側壁面２Ｐ間距離
（貯蔵室の横幅）をＬ２、貯蔵室２内のＬＥＤ９１０が設けられている側であって載置棚
８０が設けられている内側壁面２ＰからＬＥＤ９１０（先端部）とまでの距離をＬ３、載
置棚８０の前縁から貯蔵室の背面壁までの距離をＬ４としたとき、ＬＥＤ９１０が設けら
れている内側壁面２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５のなす角度θを
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３
）／Ｌ１）程度
の範囲内に設定すれば、使用者にまぶしさを与えず、また庫内の広い範囲を照射できるの
で庫内が見やすいし、また、貯蔵室内照明装置の少なくとも１つを静電霧化装置照明とし
て貯蔵室内照明装置と異なる色（貯蔵室内照明装置の発光色と同系統色が好ましい）で発
色させたり、点滅や所定時間消灯させるように使用するようにすれば貯蔵室内照明で静電
霧化装置（ミスト噴霧装置）２００が動作中かどうかが即座に視認することもできる。ま
た、有効照射範囲αを考慮すれば扉開放時であっても扉ポケットも照射可能となるため夜
間であってもポケット内の収納物が視認できる。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０８】
　また、ＬＥＤ９１０が設けられている内側壁面２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５
のなす角度θを
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜略９０度
の範囲内に設定しても、使用者にまぶしさを与えず、また、有効照射範囲αを考慮すれば
庫内の広い範囲を照射できるので庫内が見やすいし、また、貯蔵室内照明装置の少なくと
も１つを静電霧化装置照明として使用すれば貯蔵室内照明で静電霧化装置（ミスト噴霧装
置）２００が動作中かどうかが即座に視認することもできる。また、扉開放時であっても
扉ポケットも照射可能となるため夜間であってもポケット内の収納物が視認できる。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０９】
　また、ＬＥＤ９１０が設けられている内側壁面２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５
のなす角度θを
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）程度＜θ＜略９０度
の範囲内に設定すれば、ＬＥＤ９１０の光軸９１５が載置棚８０の前縁に直接当たらない
ため使用者にまぶしさを与えず、また、有効照射範囲αを考慮すれば庫内の広い範囲を照
射できるので庫内が見やすいし、また、貯蔵室内照明装置の少なくとも１つを静電霧化装
置照明として使用すれば貯蔵室内照明で静電霧化装置（ミスト噴霧装置）２００が動作中
かどうかが即座に視認することもできる。また、扉開放時であっても扉ポケットも照射可
能となるため夜間であってもポケット内の収納物が視認できる。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１５】
　また、前面を閉塞する開閉扉（たとえば冷蔵室扉７や切替室扉９や野菜室扉１０など）
を有する断熱区画された貯蔵室（たとえば冷蔵室２や切替室４や野菜室５など）と、貯蔵
室内に設けられ、開閉扉が開放された場合に貯蔵室内を照射する貯蔵室内照明装置９００
と、貯蔵室内に設けられ、貯蔵室内にミストを噴霧するミスト噴霧装置（静電霧化装置）
２００と、ミスト噴霧装置２００に電圧を印加する電圧印加部（高圧電源部）２５０と、
貯蔵室（たとえば冷蔵室２や切替室４や野菜室５など）内あるいはミスト噴霧装置２００
に設けられ、電圧印加部２５０より電圧を印加されてミスト噴霧装置２００が動作中であ
る場合にミスト噴霧装置２００が動作中であることを視認させる少なくとも異なる２色を
発光可能なＬＥＤ（少なくとも２つの異なる色のＬＥＤであっても良い）を有する表示装
置（たとえば静電霧化装置照明）６００と、を備え、開閉扉が開放された場合でミスト噴
霧装置２００が動作中で無い場合には表示装置６００を貯蔵室内照明装置９００と同系統
色（たとえば白色）で発光させて貯蔵室内の照明として使用し、ミスト噴霧装置２００が
動作中である場合には表示装置６００を貯蔵室内照明装置９００と異なる色（たとえば同
系統色であっても貯蔵室内の照明として使用する色（たとえば白色）と異なる色（たとえ
ば青白や黄白色や黄色など）や非同系統色（たとえばオレンジ色や赤色など））で発光さ
せてミスト噴霧装置２００が動作中であることを視認させるようにしたので、表示装置６
００にてミスト噴霧装置（静電霧化装置）２００が動作中であるかどうかがユーザに即座
に目視にて認識でき、貯蔵室内のミストによる潤いおよびミストやオゾンによる除菌や抗
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菌が行なえる清潔で鮮度保持効果のある冷蔵庫などの機器が得られる。また、ミスト噴霧
装置の動作中の視認と庫内照明装置の両方の機能を１つの表示装置で実施できるので、低
コストなれ冷蔵庫などの家電機器が得られる。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３２】
　以上のように、発泡金属で形成された本体部２３２、および本体部２３２と一体で本体
部２３２から突出するように形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象に
より供給される突出部２３１とから構成された放電電極２３０と、放電電極２３０を保持
する電極保持部２２０と、電極保持部２２０に設けられ、２３１突出部と対向して設けら
れた対向電極２４０と、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して設けられ、放電電極
２３０あるいは電極保持部２２０に水を供給する水供給手段（たとえば冷却板２１０や貯
水タンク２７０）と、貯蔵室（例えば冷蔵室２）内の壁面や仕切り壁に設けられ、少なく
とも放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２２０にて構成されて放電電極２３０
と対向電極２４０間に電圧を印加することでミストを発生させる静電霧化装置２００と、
静電霧化装置２００が設けられた貯蔵室（例えば冷蔵室２）内の離れた部位、あるいは貯
蔵室（例えば冷蔵室２）とは別の第２の貯蔵室（例えば切替室４や野菜室５など）内に設
けられ、静電霧化装置２００とダクトなどの送風路８２０を介して接続された噴霧口８０
０と、を備え、静電霧化装置２００で生成されたナノミストを静電霧化装置２００と離れ
た位置に設けられた噴霧口８００から噴霧口８００が開口している貯蔵室（例えば冷蔵室
２）内あるいは前記第２の貯蔵室（例えば切替室４や野菜室５など）内に噴霧するように
したので、少なくとも放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００や、
静電霧化装置２００で生成されたミストを貯蔵室内に噴霧するためのミスト噴霧部（たと
えばミスト噴霧室に設けられたミスト噴霧用カバー８００に形成されたミスト噴霧口８１
０）の配置位置の自由度が増し、ミスト噴霧装置（たとえば静電霧化装置）２００の配置
位置によって設計上の制限を受けることなくミスト噴霧させたい場所にミスト噴霧口８１
０を設けることができ、ミスト噴霧口８１０からミスト噴霧が行えるので、設計の自由度
が向上する。また、少なくとも放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２
００と、静電霧化装置２００で生成されたミストを貯蔵室内に噴霧するためのミスト噴霧
部（たとえばミスト噴霧室に設けられたミスト噴霧用カバー８００に形成されたミスト噴
霧口８１０）を別部品として分離できるので、個々の部品の小型化、薄型化が可能となり
、冷蔵庫の貯蔵室内壁を薄くでき、貯蔵室の内容積の拡大が図れ、しかも低コスト化な冷
蔵庫が得られる。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４４】
　すなわち、静電霧化装置２００や冷蔵庫や空気調和機や空気清浄機などの機器の予め定
められた標準使用期間を記憶する記憶手段（マイコン）３１を備え、記憶手段３１に記憶
されている標準使用期間に対してタイマなどで計測した現在の使用期間を、棒グラフや葉
っぱなど図形の大きさや長さや数などで機器本体の表示部（冷蔵庫の表示パネル６０や室
内機前面カバーの表示部など）や前記機器の運転・停止などを指示するリモコンの表示部
などに表示するようにしたので、ユーザに目視にて機器の使用期間を視認にて認識させて
ユーザに機器や部品の買い替えや部品の交換などのサービスを促すことができる。
【手続補正３４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４９】
　以上のように本発明では、チタン材などの３次元網目状構造を持たせた金属多孔質体の
発泡金属で形成された本体部２３２、および本体部２３２と一体で本体部２３２から突出
するように形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給される突
出部２３１とから構成された放電電極２３０と、放電電極２３０を保持する電極保持部２
２０と、電極保持部２２０に設けられ、突出部２３１と対向して設けられた対向電極２４
０と、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して設けられ、放電電極２３０あるいは電
極保持部２２０に水を供給する水供給手段（冷却板２１０あるいは貯水タンク２７０）と
、電極保持部２２０に収納・保持された放電電極２３０あるいは対向電極２４０を電極保
持部２２０に固定する固定手段２６０と、を備え、電極保持部２２０、放電電極２３０、
対向電極２４０、固定手段２６０を一体に形成し放電電極２３０と対向電極２４０間に電
圧を印加することでミストを発生させるようにしているので、放電電極にセラミック材を
使用する場合に比べて孔径が大きいため給水量や毛細管力が大きく、異物による目詰まり
に対する耐力が格段に大きい。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５０】
　また、孔径が大きく空隙率が大きなチタンなどの３次元網目状構造を持たせた金属多孔
質体の発泡金属を使用しているので、従来のセラミックや焼結金属などに比べて多くの水
を発泡金属内部に保持できる。したがって、ナノミストを効率よく多量に発生させること
ができる。また、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して水供給手段を設けるように
しているため、水供給手段である給水手段（冷却板２１０、あるいは給水手段２７０）、
あるいは放電電極２３０の形状の自由度や配置の自由度が増加し、冷蔵庫や空気調和機や
空気清浄機などの家電機器ごとの構造に合わせて自由に放電電極２３０や対向電極２４０
や冷却板２１０や貯水タンク２７０の形状や配置を設定でき、家電機器に合わせてコンパ
クトで効率の良い静電霧化装置を得ることができる。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５１】
　また、所定すきまＦの設定範囲や印加電圧の設定範囲の自由度を大きくでき、ナノミス
トの生成が確実に容易に行える。また、本体部２３２の直上に水供給手段を設けているの
で、水供給手段を放電電極２３０の下方や放電電極２３０とは離れた別の場所に設ける場
合に比べて、水供給手段から供給される水が直接直下の放電電極２３０（あるいは電極保
持部２２０や固定手段２６０）に落下し、水供給手段である冷却板２１０の吸熱フィン部
２１１に生成された結露水や貯水タンク２７０から供給される水を電極保持部２２０（あ
るいは放電電極２３０や固定手段２６０）に搬送するための搬送部が不要であり、構造が
簡単でコンパクトとなり低コストの冷蔵庫が得られる。すなわち、水を搬送する搬送部が
不要であり搬送部がごみなどでつまって結露水が放電電極へ供給されないということもな
くなるので、構造が簡単で低コストで信頼性の高い静電霧化装置及び冷蔵庫を提供できる
。また、給水手段（たとえば冷却板や貯水タンクなど）、あるいは電極保持部や放電電極
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の形状の自由度や配置の自由度が増加し、冷蔵庫や空気調和機や空気清浄機などの家電機
器ごとの構造に合わせて自由に放電電極や対向電極や給水手段（たとえば冷却板や貯水タ
ンクなど）の形状や配置を設定でき、家電機器に合わせてコンパクトで効率の良い静電霧
化装置を得ることができる。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５５】
　放電電極２３０あるいは電極保持部２２０の直上に設けられた給水手段（たとえば冷却
板２１０の吸熱部２１１や貯水タンク２７０など）より落下することによって放電電極２
３０あるいは電極保持部２２０あるいは固定手段２６０に供給される水が給水手段から放
電電極２３０に落下するまで水の落下経路において空気の流れの影響を直接受けないよう
に給水手段（冷却板２１０の吸熱部２１１あるいは貯水タンク２７０）または電極保持部
２２０または固定手段２７０の少なくと一つを覆う覆い部（給水手段覆い部２２０Ｘ、２
６９）を電極保持部２２０あるいは固定手段２６０に設けるようにしたので、落下した水
滴２７５や結露水が給水手段あるいは電極保持部２２０あるいは固定手段（押圧手段）２
６０が設置されている周囲の空気中の埃やかびやごみなどの異物の影響を受けにくくなり
放電伝教２３０に付着した水滴や電極保持部２２０内の水滴がよごれにくく放電電極２３
０の目詰まりが抑制でき、信頼性が高く、きれいで衛生的な静電霧化装置が得られる。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５７】
　また、発泡金属で形成された本体部２３２、および本体部２３２と一体で本体部２３２
から突出するように形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給
される突出部２３１とにより構成された放電電極２３０と、放電電極２３０を収納する電
極保持部２２０と、電極保持部２２０に設けられ、突出部２３１と対向して設けられた対
向電極２４０と、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して設けられ、放電電極２３０
あるいは電極保持部２２０に水を供給する水供給手段（冷却板２１０の吸熱部２１１、給
水タンク２７０）と、少なくとも放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２２０に
て構成されて放電電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加することでミストを発生さ
せる静電霧化装置２００と、静電霧化装置２００と離れた位置に設けられ、静電霧化装置
２００と送風路を介して接続された噴霧口と、を備え、静電霧化装置２００で生成された
ナノミストを静電霧化装置２００と離れた位置に設けられた噴霧口から噴霧口が開口して
いる貯蔵室や部屋などの室内に噴霧するようにしたので、少なくとも放電電極２３０と対
向電極２４０を備えた静電霧化装置２００や、静電霧化装置２００で生成されたミストを
室内に噴霧するためのミスト噴霧部（ミスト噴霧口）の配置位置の自由度が増し、ミスト
噴霧させたい場所からミスト噴霧が行えるので、冷蔵庫や空気調和機や空気清浄機などの
家電機器ごとの構造に合わせて設計することが可能であり、設計の自由度が向上する。ま
た、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して水供給手段を設けるようにしているため
、水供給手段である給水手段（冷却板２１０、あるいは給水手段２７０）、あるいは放電
電極２３０の形状の自由度や配置の自由度が増加し、冷蔵庫や空気調和機や空気清浄機な
どの家電機器ごとの構造に合わせて自由に放電電極２３０や対向電極２４０や冷却板２１
０や貯水タンク２７０の形状や配置を設定でき、家電機器に合わせてコンパクトで効率の
良い静電霧化装置を得ることができる。
【手続補正３９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５８】
　１　冷蔵庫、２　冷蔵室、２Ａ　チルド室、２Ｐ　内壁、２Ｘ、２Ｙ　略密閉された容
器、３　製氷室、４　切替室、５　野菜室、６冷凍室、１２　圧縮機、１３　冷却器、１
４　庫内ファン、１９　切替室サーミスタ、２２　サーモパイル、１５　切替室ダンパ、
３０　制御基板、５０　冷蔵室冷却風路、５１　仕切り壁（断熱壁）、５３　冷却風路、
５５　冷蔵室ダンパ、６０　操作パネル、６０ｃ　瞬冷凍スイッチ（過冷却スイッチ）、
６０ｅ　ミスト噴霧スイッチ（静電霧化スイッチ）、７２　ドアポケット、８０　棚、１
３１　冷却器室、１５０　除霜手段、１５１　ヒータルーフ、１５２　除霜電極保持部、
２００　静電霧化装置、２１０　給水手段である冷却板、２１１　吸熱フィン部、２１１
ａ～２１１ｆ　吸熱フィン板、２１１Ｔ　吸熱フィン部の突出部、２１１Ｗ　吸熱フィン
部の傾斜部（斜面部）、２１２　放熱フィン部、２１２ａ～２１２ｆ　放熱フィン板、２
１３　熱伝導部、２２０　電極保持部、２２０Ｘ　給水手段覆い部、２２３　対向電極収
納部、２３０　放電電極、２３１　放電電極の突出部（先端部）、２３２　放電電極の本
体部、２３７　第１の本体部、２３８　第２の本体部、２４０　対向電極、２４１　対向
電極開口部、２５０　高圧電源部、２６０　固定手段（押圧手段）、２６１　対向電極覆
い部、２６２　通電部材押さえ部、２６３　段差部、２６９　給水手段覆い部、２７０　
貯水タンク、２７７　水排出口、２８０　電極通電手段、３００　カバー、５１１　冷却
板断熱材、５１２　キット化部品、５１５　前面開口部、５３１、５３２　側方吹出し口
、５３３　上方吹出し口、５３４　下方吹出し口、６００　静電霧化装置照明、８００　
ミスト噴霧用カバー、８１０　ミスト噴霧口、８２０　静電霧化装置出口冷気風路、８３
０　静電霧化装置入口冷気風路、９００　照明装置、９１０　ＬＥＤ、９１５　光軸。
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